
東
部
：
令
和
6
年
9
月
18
日
　
光
市
25
名

中
部
：
令
和
6
年
10
月
1
日
　
阿
武
町
27
名

西
部
：
令
和
6
年
10
月
29
日
　
美
祢
市
28
名

令
和
6
年
12
月
3
日
　
山
口
市
55
名

①
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会

令
和
6
年
11
月
7
日
〜
8
日
　
鳥
取
県
米
子
市

出
席
者
2
2
2
名
（
山
口
県
16
名
）

②
令
和
7
年
女
性
の
委
員
登
用
促
進
研
修
会

令
和
7
年
1
月
15
日
〜
16
日
　
東
京
都

出
席
者
1
1
8
名
（
山
口
県
3
名
）

③
第
15
回
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
総
会

令
和
7
年
1
月
16
日
　
東
京
都

出
席
者
83
名
（
山
口
県
3
名
）

④
第
20
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
7
年
3
月
5
日
　
東
京
都

出
席
者
4
8
5
名
（
山
口
県
5
名
）

令
和
6
年
8
月
6
日
　
山
口
市

令
和
6
年
6
月
6
日
、
12
月
3
日
、
令
和
7
年
2
月
26
日

東
部
：
令
和
6
年
9
月
18
日
　
光
市
25
名

中
部
：
令
和
6
年
10
月
1
日
　
阿
武
町
27
名

西
部
：
令
和
6
年
10
月
29
日
　
美
祢
市
28
名

令
和
6
年
12
月
3
日
　
山
口
市
55
名

①
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会

令
和
6
年
11
月
7
日
〜
8
日
　
鳥
取
県
米
子
市

出
席
者
2
2
2
名
（
山
口
県
16
名
）

②
令
和
7
年
女
性
の
委
員
登
用
促
進
研
修
会

令
和
7
年
1
月
15
日
〜
16
日
　
東
京
都

出
席
者
1
1
8
名
（
山
口
県
3
名
）

③
第
15
回
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
総
会

令
和
7
年
1
月
16
日
　
東
京
都

出
席
者
83
名
（
山
口
県
3
名
）

④
第
20
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
7
年
3
月
5
日
　
東
京
都

出
席
者
4
8
5
名
（
山
口
県
5
名
）

令
和
6
年
8
月
6
日
　
山
口
市

令
和
6
年
6
月
6
日
、
12
月
3
日
、
令
和
7
年
2
月
26
日

趣
旨
：
農
業
・
農
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
女
性
の
視
点

を
活
か
し
た
農
業
振
興
、
次
世
代
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
農
村

作
り
な
ど
を
目
指
し
、
県
下
の
女
性
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
交
流
・
連
携
を
深
め
地
域
の
女
性
指
導
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

経
緯
：
平
成
21
年
3
月
17
日
に
発
足
し
、
平
成
30
年
3
月
23
日
に
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
会
員
と
し
て
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
現
在
の
山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
に
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
。
会
員
数
77
名
。

役
員
：
会
　
長
・
安
部
好
惠
（
美
祢
市
）

副
会
長
・
中
川
惠
美
子
（
山
口
市
）
　橋
本
惠
里
（
岩
国
市
）

理
　
事
・
松
田
由
美
子
（
萩
市
）
　  

藤
中
京
子
（
岩
国
市
）

　
　
　
　
鬼
武
敬
子（
光
市
）　
　   

河
野
八
千
代
（
長
門
市
）

　
　
　
　
大
田
惠
子（
周
南
市
）　   

田
村
恭
子（
山
陽
小
野
田
市
）

監
　
事
・
縄
田
加
奈
江
（
宇
部
市
）
沖
田
浪
子
（
上
関
町
）

　
　
　
　
伊
藤
佐
登
子
（
阿
武
町
）

事
務
局
：（
一
社
）山
口
県
農
業
会
議
内

　
　
　
　                     

電
話（
０
８
３
―
９
２
３
―
２
１
０
２
）

山口県農業委員会
女性協議会について

12
月
3
日（
火
）、山
口
市

「
山
口
県
総
合
保
健
会
館
」

で
第
１
回
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。

研
修
会
に
は
55
名
が
出
席

し
、ま
ず
、（一
社
）全
国
農
業
会

議
所
農
地
・
組
織
対
策
部
の

鈴
木
雄
斗
主
事
か
ら
は「
全

国
農
業
委
員
会
に
お
け
る
女

性
の
登
用
状
況
と
活
動
の
優

良
事
例
に
つ
い
て
」と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、山
口
県
農
業
共
済

組
合
の
東
組
合
長
理
事
か
ら

は
収
入
保
険
制
度
等
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

鈴
木
主
事
の
講
演
に
つ
い

て
、「
地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
目
的
に
な
ら
な
い
よ

う
、実
効
性
の
あ
る
地
域
計

画
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
、改
め
て
地

域
で
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」、

「
宮
城
県
大
崎
市
の
一
日
女
性

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
が

と
て
も
良
い
と
思
っ
た
。自
分

た
ち
も
取
り
組
ん
で
み
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
は
、11
月
7
日（
木
）〜
8
日

（
金
）、鳥
取
県
米
子
市「
米
子
コ
ン
ベン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
」で
開
か
れ
た
中

国
四
国
ブ
ロッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
へ
総
勢
16
名
で
参
加

し
ま
し
た
。中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
等
約

2
2
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、農
林
水
産
省
の
伊
藤
里
香
子
女
性
活
躍
推
進
室
長
か

ら「
黄
金
の
3
割
理
論
の
実
現
に
向
け
て
〜
女
性
委
員
の
活
躍
で
地
域

が
輝
く
〜
」、鳥
取
大
学
大
学
院
の
細
田
・
ア
ー
バ
ン
珠
希
教
授
か
ら
は

「
地
域
で
の
話
し
合
い
を
円
滑
に
進
め
る
ヒ
ン
ト
〜
臨
床
心
理
士
の
視
点

か
ら
〜
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、2
日
目
に
は
8
名
程
度
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
に
沿
って
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
11
月
6
日（
木
）〜
7
日（
金
）、徳
島
県
徳
島
市「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
」で
開
催
予
定
で
す
。

※
最
終
面
に
関
連
記
事「
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て
」

令
和
６
年
度
第
１
回
山
口
県
農
山
漁
村
女
性
連
携
会
議
へ
の
出
席

県
外
の
研
修
会
等
へ
の
出
席

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
開
催

第
１
回
研
修
会
の
開
催

役
員
会
の
開
催

活動報告

山
口
県
農
業
委
員
会

 

女
性
協
議
会
第
１
回

　
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

鈴木主事からの講演 東組合長理事からの情報提供

副
会
長

　橋
本
　惠
里

（
岩
国
市
推
進
委
員
）

11
月
7
日
、8
日
、1
泊
2
日
で
米
子
市
で
開
催
さ

れ
た
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
約
6
時
間
‥

ち
ょっ
と
そ
こ
ま
で
行
っ
て
来
ま
す
！
と
言
う
距
離

や
時
間
で
は
無
く
、道
中
ち
ょっ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

有
り
ま
し
た
が
総
勢
16
名
バ
ス
の
中
は
和
気
藹
々
と
て

も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
勉
強
は
超
が
付
く
ほ
ど
苦
手
で

す
。が
、研
修
会
で
の
講
演
は
学
ぶ
事
、知
る
事
が
多
く

聴
講
中
は
毎
回
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
演
で
は
鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
　
臨
床
心
理
学
講
座
　
細
田
・ア
ー
バン
珠
希
教
授

か
ら『
バ
リ
デ
ー
シ
ョン
』と
言
う
初
め
て
聞
く
ワ
ー
ド
の

説
明
で
ワ
ク
ワ
ク
と
言
う
よ
り
も
動
悸
が
打
つ
ほ
ど
の

衝
撃
を
受
け
ま
し
た

人
の
事
を
想
い
、話
を
聞
く
、ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
る
、

共
感
す
る
な
ど
今
ま
で
の
私
に
、そ
れ
ら
は
上
手
く
出

来
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
か
、日
常
生
活
や
委
員
会

活
動
ま
た
自
分
自
身
に
対
し
て
も
意
識
し
自
身
に
何

が
出
来
る
の
か
を
改
め
て
問
う
良
い
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
知
る
事
が
無
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
場
所
、人
、言
葉
な
ど
様
々
な
出
会
い
が

有
る
研
修
会
に
参
加
す
る
事
は
、ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
自
ら
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
事
に
繋
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

女
性
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
こ
の
指
と
〜
ま
れ
！
女

性
の
絆
で
広
い
農
地
に
未
来
の
種
ま
き
を
』を
、い
つ
も

心
に
留
め
て
蒔
い
た
種
は
必
ず
花
を
咲
か
せ
る
と
信
じ

こ
れ
か
ら
も
私
ら
し
く
活
動
し
て
行
こ
う
！
と
再
認

識
す
る
事
の
出
来
る
大
変
有
意
義
な
2
日
間
で
し
た
。

次
回
の
中
国
四
国
ブ
ロッ
ク
研
修
会
は
徳
島
県
で
の

開
催
予
定
で
す
。き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
研
修
会

に
な
る
は
ず
で
す
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
！

会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
ワ
ク
ワ
ク
学
べ
る
日
が
来
る

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
て

細田・アーバン珠希教授の講演

研修会・グループディスカッションの様子

4令和7年3月第12号令和7年3月 第12号1

発行／山口県農業委員会女性協議会
（事務局：（一社）山口県農業会議）スローガン この指と～まれ！女性の絆で広い農地に未来の種まきを

だより
山口県農業委員会

議会協性



本
協
議
会
で
は
、本
年
4
月
改
選
の
岩
国
市
、阿
武
町
、来
年
7
月
改
選
の
美

祢
市
を
訪
問
し
、市
町
長
へ
は
農
業
委
員
への
女
性
登
用
を
、農
業
委
員
会
会
長

へ
は
推
進
委
員
への
女
性
登
用
に
つい
て
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
今
後
も
、①
山
口
県
農
山
漁
村
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
指
標

に
基
づ
き
、2
0
2
5
年
度
ま
で
に
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
割
合
を
20
％
、推

進
委
員
に
占
め
る
女
性
割
合
を
10
％
に
す
る
こ
と
、②
全
農
業
委
員
会
に
推
進

委
員
が
登
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、複
数
の
女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
、達
成
に
向
け
て
、農
業
委
員
会
活
動
の
見
え
る
化
と
、女
性
農

業
者
等
地
域
で
活
躍
し
輝
く
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
6
年
2
月
か
ら
8
月
に
か
け
、5
市
町
で
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、女

性
農
業
委
員
は
50
人
、女
性
推
進
委
員
は
27
人
、本
協
議
会
会
員
は
77
人
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
9
月
末
時
点
で
の
女
性
委
員
の
人
数
と
登
用
率
は
表
の
通
り
で
す
。本
県
は

女
性
農
業
委
員
登
用
率
全
国
4
位
、女
性
推
進
委
員
登
用
率
全
国
6
位
と
な
って
い
ま
す
。

女
性
登
用
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
・
団
体
等
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
毎
年
、県
内
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
別

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
研
修
会
は
主
に
会
員
同
士
の
意
見

交
換
の
場
と
し
て
お
り
、今
年
度
は
、東
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
光
市
で
9
月

18
日（
水
）、中
部
ブ
ロッ
ク
は
阿
武
町
で
10
月
1
日（
火
）、西
部
ブ
ロッ

ク
は
美
祢
市
で
10
月
29
日（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、（
一
社
）山
口
県
農
業
会
議
か
ら「
女
性
委
員
の
登
用

の
現
状
と
課
題
、今
後
の
委
員
活
動
に
つ
い
て
」、安
部
会
長
か
ら「
協

議
会
の
概
要
と
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

登
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つい
て
」の
説
明
が
あ
っ
た
後
、開
催
市
町

の
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

20
〜
30
名
に
よ
る
意
見
交
換
会
は
各
会
場
と
も
活
発
で
、参
加
者

か
ら
は「
地
域
計
画
に
関
す
る
話
し
合
い
が
他
の
市
町
で
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
全
体
の
研
修
会
で
は
な
く
、こ
う
いっ
た
ブ
ロッ
ク
で
の
意
見
交
換

は
話
し
や
す
い
」と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

令和6年9月末現在

（下関市、宇部市、長門市、美祢市、
  山陽小野田市）
 10月29日に美祢市民会館で開催。

西　部
ブロック

（山口市、萩市、防府市、周南市、阿武町）
 10月1日に阿武町町民センターで開催。　

中　部
ブロック

（下松市、岩国市、光市、柳井市、周防大島町、
   上関町、田布施町、平生町）
  9月18日に光市大和総合運動公園で開催。

東　部
ブロック

山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

県
下
5
市
町
で
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
標
達
成
へ
、さ
ら
な
る
女
性
の
登
用
を

研修風景

事例発表

岩国市農業委員会
梅川仁樹会長への要望

岩国市
福田良彦市長への要望

美祢市農業委員会
山本正二会長への要望

美祢市
篠田洋司市長への要望

阿武町農業委員会
池田誠会長への要望

阿武町
花田憲彦町長への要望

新任委員
です！

下関市推進委員

藤田 明美
下関市推進委員

中川 智子
下関市推進委員

木村 早苗
下関市農業委員

木村 貴志子

山口市農業委員

吉武 和子
萩市農業委員

岩本 裕子
萩市推進委員

片山 裕子
上関町推進委員

河津 恵美子
田布施町農業委員

田熊 享子

農
業
委
員
に
就
任
し
て

下
関
市
農
業
委
員

　木
村
　貴
志
子

私
は
令
和
6
年
2
月
に
中
立

委
員
と
し
て
農
業
委
員
に
就
任

し
ま
し
た
。

下
関
市
農
政
課
に
所
属
し
て

い
た
時
は
女
性
の
農
業
委
員
は
一

人
も
な
く
、農
家
に
お
け
る
女

性
の
立
場
を
知
り
愕
然
と
し
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
施

策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。女
性
農
業
委
員
の
研
修
会

に
参
加
し
、随
分
と
向
上
し
て
い

る
と
確
信
し
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
一
方
、当
時
は
稲
作
の
制

限
が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
、今
は

逆
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
現
状
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

父
の
実
家
が
専
業
農
家
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、あ
る
程
度
は
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
農
業
で
す

が
、現
状
も
法
律
も
変
わ
り
、分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
何
を
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
と
戸
惑
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、生
活
の
根

幹
を
支
え
る
農
業
を
守
り
育
て

て
い
く
こ
と
に
農
業
者
で
は
な
い

視
点
か
ら
私
な
り
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
、頑
張
って
い

き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

□農業委員（全国平均 14.3％）
上位 5県 下位 5県

1

2

3

4

5

栃木県

宮城県

岩手県

山口県

愛知県

22.4％

21.3％

20.4％

19.7％

19.0％

山梨県

岡山県

愛媛県

北海道

和歌山県
香川県

7.1％

7.8％

9.3％

10.3％

10.5％

□推進委員（全国平均 4.1％）
上位 5県 下位 5県

1

2

3

4
5

6

沖縄県

北海道

鹿児島県

岩手県
宮﨑県

山口県

12.6％

8.8％

8.3％

7.9％

7.2%

大阪府

静岡県

三重県
兵庫県

奈良県

0.8％

1.3％

1.4％

1.5％

委 員 会 名
農業委員 農地利用最適化推進委員

定数 女性 登用率 定数 女性 登用率

下 関 市 18 4 22.2％ 40 5 12.5％

宇 部 市 18 4 22.2％ 17 0 0.0％

山 口 市 19 3 15.8％ 50 3 6.0％

萩 市 19 4 21.1％ 25 1 4.0％

防 府 市 18 4 22.2% 18 1 5.6%

下 松 市 8 3 37.5% 6 0 0.0%

岩 国 市 19 4 21.1% 50 5 10.0%

光 市 12 1 8.3% 10 0 0.0%

長 門 市 19 5 26.3% 21 0 0.0%

柳 井 市 13 3 23.1% 21 0 0.0%

美 祢 市 19 2 10.5% 25 6 24.0%

周 南 市 19 4 21.1% 32 3 9.4%

山陽小野田市 14 3 21.4% 14 1 7.1%

周防大島町 14 2 14.3% 21 0 0.0%

上 関 町 6 1 16.7% 6 1 16.7%

田 布 施 町 7 1 14.3% 7 0 0.0%

平 生 町 6 1 16.7% 6 1 16.7%

阿 武 町 6 1 16.7% 6 0 0.0%

合 計 254 50 19.7% 375 27 7.2%

農業委員及び農地利用最適化推進委員数
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本
協
議
会
で
は
、本
年
4
月
改
選
の
岩
国
市
、阿
武
町
、来
年
7
月
改
選
の
美

祢
市
を
訪
問
し
、市
町
長
へ
は
農
業
委
員
への
女
性
登
用
を
、農
業
委
員
会
会
長

へ
は
推
進
委
員
への
女
性
登
用
に
つい
て
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
今
後
も
、①
山
口
県
農
山
漁
村
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
指
標

に
基
づ
き
、2
0
2
5
年
度
ま
で
に
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
割
合
を
20
％
、推

進
委
員
に
占
め
る
女
性
割
合
を
10
％
に
す
る
こ
と
、②
全
農
業
委
員
会
に
推
進

委
員
が
登
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、複
数
の
女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
、達
成
に
向
け
て
、農
業
委
員
会
活
動
の
見
え
る
化
と
、女
性
農

業
者
等
地
域
で
活
躍
し
輝
く
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
引
き
続
き
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
6
年
2
月
か
ら
8
月
に
か
け
、5
市
町
で
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、女

性
農
業
委
員
は
50
人
、女
性
推
進
委
員
は
27
人
、本
協
議
会
会
員
は
77
人
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
9
月
末
時
点
で
の
女
性
委
員
の
人
数
と
登
用
率
は
表
の
通
り
で
す
。本
県
は

女
性
農
業
委
員
登
用
率
全
国
4
位
、女
性
推
進
委
員
登
用
率
全
国
6
位
と
な
って
い
ま
す
。

女
性
登
用
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
・
団
体
等
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
毎
年
、県
内
を
3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
別

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
研
修
会
は
主
に
会
員
同
士
の
意
見

交
換
の
場
と
し
て
お
り
、今
年
度
は
、東
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
光
市
で
9
月

18
日（
水
）、中
部
ブ
ロッ
ク
は
阿
武
町
で
10
月
1
日（
火
）、西
部
ブ
ロッ

ク
は
美
祢
市
で
10
月
29
日（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、（
一
社
）山
口
県
農
業
会
議
か
ら「
女
性
委
員
の
登
用

の
現
状
と
課
題
、今
後
の
委
員
活
動
に
つ
い
て
」、安
部
会
長
か
ら「
協

議
会
の
概
要
と
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

登
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つい
て
」の
説
明
が
あ
っ
た
後
、開
催
市
町

の
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

20
〜
30
名
に
よ
る
意
見
交
換
会
は
各
会
場
と
も
活
発
で
、参
加
者

か
ら
は「
地
域
計
画
に
関
す
る
話
し
合
い
が
他
の
市
町
で
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
全
体
の
研
修
会
で
は
な
く
、こ
う
いっ
た
ブ
ロッ
ク
で
の
意
見
交
換

は
話
し
や
す
い
」と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

令和6年9月末現在

（下関市、宇部市、長門市、美祢市、
  山陽小野田市）
 10月29日に美祢市民会館で開催。

西　部
ブロック

（山口市、萩市、防府市、周南市、阿武町）
 10月1日に阿武町町民センターで開催。　

中　部
ブロック

（下松市、岩国市、光市、柳井市、周防大島町、
   上関町、田布施町、平生町）
  9月18日に光市大和総合運動公園で開催。

東　部
ブロック

山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

県
下
5
市
町
で
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
標
達
成
へ
、さ
ら
な
る
女
性
の
登
用
を

研修風景

事例発表

岩国市農業委員会
梅川仁樹会長への要望

岩国市
福田良彦市長への要望

美祢市農業委員会
山本正二会長への要望

美祢市
篠田洋司市長への要望

阿武町農業委員会
池田誠会長への要望

阿武町
花田憲彦町長への要望

新任委員
です！

下関市推進委員

藤田 明美
下関市推進委員

中川 智子
下関市推進委員

木村 早苗
下関市農業委員

木村 貴志子

山口市農業委員

吉武 和子
萩市農業委員

岩本 裕子
萩市推進委員

片山 裕子
上関町推進委員

河津 恵美子
田布施町農業委員

田熊 享子

農
業
委
員
に
就
任
し
て

下
関
市
農
業
委
員

　木
村
　貴
志
子

私
は
令
和
6
年
2
月
に
中
立

委
員
と
し
て
農
業
委
員
に
就
任

し
ま
し
た
。

下
関
市
農
政
課
に
所
属
し
て

い
た
時
は
女
性
の
農
業
委
員
は
一

人
も
な
く
、農
家
に
お
け
る
女

性
の
立
場
を
知
り
愕
然
と
し
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
施

策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。女
性
農
業
委
員
の
研
修
会

に
参
加
し
、随
分
と
向
上
し
て
い

る
と
確
信
し
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
一
方
、当
時
は
稲
作
の
制

限
が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
、今
は

逆
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
現
状
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

父
の
実
家
が
専
業
農
家
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、あ
る
程
度
は
知
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
農
業
で
す

が
、現
状
も
法
律
も
変
わ
り
、分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
何
を
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
と
戸
惑
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、生
活
の
根

幹
を
支
え
る
農
業
を
守
り
育
て

て
い
く
こ
と
に
農
業
者
で
は
な
い

視
点
か
ら
私
な
り
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
、頑
張
って
い

き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

□農業委員（全国平均 14.3％）
上位 5県 下位 5県

1

2

3

4

5

栃木県

宮城県

岩手県

山口県

愛知県

22.4％

21.3％

20.4％

19.7％

19.0％

山梨県

岡山県

愛媛県

北海道

和歌山県
香川県

7.1％

7.8％

9.3％

10.3％

10.5％

□推進委員（全国平均 4.1％）
上位 5県 下位 5県

1

2

3

4
5

6

沖縄県

北海道

鹿児島県

岩手県
宮﨑県

山口県

12.6％

8.8％

8.3％

7.9％

7.2%

大阪府

静岡県

三重県
兵庫県

奈良県

0.8％

1.3％

1.4％

1.5％

委 員 会 名
農業委員 農地利用最適化推進委員

定数 女性 登用率 定数 女性 登用率

下 関 市 18 4 22.2％ 40 5 12.5％

宇 部 市 18 4 22.2％ 17 0 0.0％

山 口 市 19 3 15.8％ 50 3 6.0％

萩 市 19 4 21.1％ 25 1 4.0％

防 府 市 18 4 22.2% 18 1 5.6%

下 松 市 8 3 37.5% 6 0 0.0%

岩 国 市 19 4 21.1% 50 5 10.0%

光 市 12 1 8.3% 10 0 0.0%

長 門 市 19 5 26.3% 21 0 0.0%

柳 井 市 13 3 23.1% 21 0 0.0%

美 祢 市 19 2 10.5% 25 6 24.0%

周 南 市 19 4 21.1% 32 3 9.4%

山陽小野田市 14 3 21.4% 14 1 7.1%

周防大島町 14 2 14.3% 21 0 0.0%

上 関 町 6 1 16.7% 6 1 16.7%

田 布 施 町 7 1 14.3% 7 0 0.0%

平 生 町 6 1 16.7% 6 1 16.7%

阿 武 町 6 1 16.7% 6 0 0.0%

合 計 254 50 19.7% 375 27 7.2%

農業委員及び農地利用最適化推進委員数
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東
部
：
令
和
6
年
9
月
18
日
　
光
市
25
名

中
部
：
令
和
6
年
10
月
1
日
　
阿
武
町
27
名

西
部
：
令
和
6
年
10
月
29
日
　
美
祢
市
28
名

令
和
6
年
12
月
3
日
　
山
口
市
55
名

①
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会

令
和
6
年
11
月
7
日
〜
8
日
　
鳥
取
県
米
子
市

出
席
者
2
2
2
名
（
山
口
県
16
名
）

②
令
和
7
年
女
性
の
委
員
登
用
促
進
研
修
会

令
和
7
年
1
月
15
日
〜
16
日
　
東
京
都

出
席
者
1
1
8
名
（
山
口
県
3
名
）

③
第
15
回
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
総
会

令
和
7
年
1
月
16
日
　
東
京
都

出
席
者
83
名
（
山
口
県
3
名
）

④
第
20
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
7
年
3
月
5
日
　
東
京
都

出
席
者
4
8
5
名
（
山
口
県
5
名
）

令
和
6
年
8
月
6
日
　
山
口
市

令
和
6
年
6
月
6
日
、
12
月
3
日
、
令
和
7
年
2
月
26
日

東
部
：
令
和
6
年
9
月
18
日
　
光
市
25
名

中
部
：
令
和
6
年
10
月
1
日
　
阿
武
町
27
名

西
部
：
令
和
6
年
10
月
29
日
　
美
祢
市
28
名

令
和
6
年
12
月
3
日
　
山
口
市
55
名

①
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会

令
和
6
年
11
月
7
日
〜
8
日
　
鳥
取
県
米
子
市

出
席
者
2
2
2
名
（
山
口
県
16
名
）

②
令
和
7
年
女
性
の
委
員
登
用
促
進
研
修
会

令
和
7
年
1
月
15
日
〜
16
日
　
東
京
都

出
席
者
1
1
8
名
（
山
口
県
3
名
）

③
第
15
回
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
総
会

令
和
7
年
1
月
16
日
　
東
京
都

出
席
者
83
名
（
山
口
県
3
名
）

④
第
20
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
7
年
3
月
5
日
　
東
京
都

出
席
者
4
8
5
名
（
山
口
県
5
名
）

令
和
6
年
8
月
6
日
　
山
口
市

令
和
6
年
6
月
6
日
、
12
月
3
日
、
令
和
7
年
2
月
26
日

趣
旨
：
農
業
・
農
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
女
性
の
視
点

を
活
か
し
た
農
業
振
興
、
次
世
代
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
農
村

作
り
な
ど
を
目
指
し
、
県
下
の
女
性
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
交
流
・
連
携
を
深
め
地
域
の
女
性
指
導
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

経
緯
：
平
成
21
年
3
月
17
日
に
発
足
し
、
平
成
30
年
3
月
23
日
に
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
会
員
と
し
て
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
現
在
の
山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
に
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
。
会
員
数
77
名
。

役
員
：
会
　
長
・
安
部
好
惠
（
美
祢
市
）

副
会
長
・
中
川
惠
美
子
（
山
口
市
）
　橋
本
惠
里
（
岩
国
市
）

理
　
事
・
松
田
由
美
子
（
萩
市
）
　  

藤
中
京
子
（
岩
国
市
）

　
　
　
　
鬼
武
敬
子（
光
市
）　
　   

河
野
八
千
代
（
長
門
市
）

　
　
　
　
大
田
惠
子（
周
南
市
）　   

田
村
恭
子（
山
陽
小
野
田
市
）

監
　
事
・
縄
田
加
奈
江
（
宇
部
市
）
沖
田
浪
子
（
上
関
町
）

　
　
　
　
伊
藤
佐
登
子
（
阿
武
町
）

事
務
局
：（
一
社
）山
口
県
農
業
会
議
内

　
　
　
　                     

電
話（
０
８
３
―
９
２
３
―
２
１
０
２
）

山口県農業委員会
女性協議会について

12
月
3
日（
火
）、山
口
市

「
山
口
県
総
合
保
健
会
館
」

で
第
１
回
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。

研
修
会
に
は
55
名
が
出
席

し
、ま
ず
、（一
社
）全
国
農
業
会

議
所
農
地
・
組
織
対
策
部
の

鈴
木
雄
斗
主
事
か
ら
は「
全

国
農
業
委
員
会
に
お
け
る
女

性
の
登
用
状
況
と
活
動
の
優

良
事
例
に
つ
い
て
」と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、山
口
県
農
業
共
済

組
合
の
東
組
合
長
理
事
か
ら

は
収
入
保
険
制
度
等
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

鈴
木
主
事
の
講
演
に
つ
い

て
、「
地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
目
的
に
な
ら
な
い
よ

う
、実
効
性
の
あ
る
地
域
計

画
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
、改
め
て
地

域
で
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」、

「
宮
城
県
大
崎
市
の
一
日
女
性

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
が

と
て
も
良
い
と
思
っ
た
。自
分

た
ち
も
取
り
組
ん
で
み
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

山
口
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
は
、11
月
7
日（
木
）〜
8
日

（
金
）、鳥
取
県
米
子
市「
米
子
コ
ン
ベン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
」で
開
か
れ
た
中

国
四
国
ブ
ロッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
へ
総
勢
16
名
で
参
加

し
ま
し
た
。中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
等
約

2
2
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、農
林
水
産
省
の
伊
藤
里
香
子
女
性
活
躍
推
進
室
長
か

ら「
黄
金
の
3
割
理
論
の
実
現
に
向
け
て
〜
女
性
委
員
の
活
躍
で
地
域

が
輝
く
〜
」、鳥
取
大
学
大
学
院
の
細
田
・
ア
ー
バ
ン
珠
希
教
授
か
ら
は

「
地
域
で
の
話
し
合
い
を
円
滑
に
進
め
る
ヒ
ン
ト
〜
臨
床
心
理
士
の
視
点

か
ら
〜
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、2
日
目
に
は
8
名
程
度
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
に
沿
って
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
11
月
6
日（
木
）〜
7
日（
金
）、徳
島
県
徳
島
市「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
」で
開
催
予
定
で
す
。

※
最
終
面
に
関
連
記
事「
2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て
」

令
和
６
年
度
第
１
回
山
口
県
農
山
漁
村
女
性
連
携
会
議
へ
の
出
席

県
外
の
研
修
会
等
へ
の
出
席

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
の
開
催

第
１
回
研
修
会
の
開
催

役
員
会
の
開
催

活動報告

山
口
県
農
業
委
員
会

 

女
性
協
議
会
第
１
回

　
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

鈴木主事からの講演 東組合長理事からの情報提供

副
会
長

　橋
本
　惠
里

（
岩
国
市
推
進
委
員
）

11
月
7
日
、8
日
、1
泊
2
日
で
米
子
市
で
開
催
さ

れ
た
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
約
6
時
間
‥

ち
ょっ
と
そ
こ
ま
で
行
っ
て
来
ま
す
！
と
言
う
距
離

や
時
間
で
は
無
く
、道
中
ち
ょっ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

有
り
ま
し
た
が
総
勢
16
名
バ
ス
の
中
は
和
気
藹
々
と
て

も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
勉
強
は
超
が
付
く
ほ
ど
苦
手
で

す
。が
、研
修
会
で
の
講
演
は
学
ぶ
事
、知
る
事
が
多
く

聴
講
中
は
毎
回
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
演
で
は
鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
　
臨
床
心
理
学
講
座
　
細
田
・ア
ー
バン
珠
希
教
授

か
ら『
バ
リ
デ
ー
シ
ョン
』と
言
う
初
め
て
聞
く
ワ
ー
ド
の

説
明
で
ワ
ク
ワ
ク
と
言
う
よ
り
も
動
悸
が
打
つ
ほ
ど
の

衝
撃
を
受
け
ま
し
た

人
の
事
を
想
い
、話
を
聞
く
、ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
る
、

共
感
す
る
な
ど
今
ま
で
の
私
に
、そ
れ
ら
は
上
手
く
出

来
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
か
、日
常
生
活
や
委
員
会

活
動
ま
た
自
分
自
身
に
対
し
て
も
意
識
し
自
身
に
何

が
出
来
る
の
か
を
改
め
て
問
う
良
い
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
知
る
事
が
無
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
場
所
、人
、言
葉
な
ど
様
々
な
出
会
い
が

有
る
研
修
会
に
参
加
す
る
事
は
、ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
自
ら
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
事
に
繋
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

女
性
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
こ
の
指
と
〜
ま
れ
！
女

性
の
絆
で
広
い
農
地
に
未
来
の
種
ま
き
を
』を
、い
つ
も

心
に
留
め
て
蒔
い
た
種
は
必
ず
花
を
咲
か
せ
る
と
信
じ

こ
れ
か
ら
も
私
ら
し
く
活
動
し
て
行
こ
う
！
と
再
認

識
す
る
事
の
出
来
る
大
変
有
意
義
な
2
日
間
で
し
た
。

次
回
の
中
国
四
国
ブ
ロッ
ク
研
修
会
は
徳
島
県
で
の

開
催
予
定
で
す
。き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
研
修
会

に
な
る
は
ず
で
す
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
！

会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
ワ
ク
ワ
ク
学
べ
る
日
が
来
る

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
し
て

細田・アーバン珠希教授の講演

研修会・グループディスカッションの様子

4令和7年3月第12号令和7年3月 第12号1

発行／山口県農業委員会女性協議会
（事務局：（一社）山口県農業会議）スローガン この指と～まれ！女性の絆で広い農地に未来の種まきを

だより
山口県農業委員会

議会協性


